
【近畿ＥＳＤコンソーシアム・学生によるＥＳＤ活動支援】 

奈良教育大学附属中学校ユネスコクラブとのオンライン交流会 実施報告書 

英語教育専修 修士２回生 谷垣 徹 

1. 日 時 2021年５月 14日（金）16:30～17:30 

2. 場 所 Zoomによるオンライン会議 

3. 参加者 奈良教育大学ユネスコクラブ 

学部３回生 根本 優 （社会科教育専修） 

学部２回生 川田 大登（国語教育専修） 

修士２回生 谷垣 徹 （英語教育専修） 

奈良教育大学附属中学校ユネスコクラブ 生徒７名（３年生：５名、２年生：２名） 

奈良教育大学附属中学校 有馬 一彦 先生、吉田 寛 先生、阿部 孝哉 先生 

 

4. 活動の概要 

 奈良教育大学附属中学校は 2008年にユネスコスクールに加盟し、ESDの理念に基づいた教育活

動を展開している。そして 2021 年、新たに「ユネスコクラブ」を設立した。発足したばかりのユ

ネスコクラブの活動の方向性を模索する段階にあり、今回は設立 10 周年を迎える奈良教育大学ユ

ネスコクラブとオンラインで交流する機会を持った。大学生が取り組んでいる ESD・ユネスコ活動

として「防災」「環境」「世界遺産」の三つの柱に整理して活動を紹介し、中学生からの質問を受け

付けた。中学生は活動に大変興味を持って、熱心に質問をしてくれた。 

 

5. 参加学生の学び・感想 

今回の交流会に参加して、一番印象に残っていることがあります。それは生徒たちがユネスコク

ラブに入った動機です。自己紹介の時になぜユネスコクラブに入ったのかを尋ねると、「面白そう

だったから」や「楽しそうだったから」と答えた生徒が多く、ESDについて興味がある生徒の多さ

に驚かされました。また、中には数年前に大学ユネスコクラブの活動に参加したことで入部を決め

た生徒もいて、私たちの活動がこうして誰かに影響を与えているということは嬉しいことでもあり、

すごいことでもあるなと思いました。今後、附属中学校ユネスコクラブと一緒に何か企画を行えた

らいいなと思いました。 

根本 優（社会科教育専修） 

 

 中学生のユネスコクラブ部員の入部理由には、活動が楽しそうおもしろそうと思ったから、授業

で ESDを学んで興味をもったから、もともと動物愛護などのボランティアに興味があったから、

など様々なものがありました。中でも、大学ユネスコクラブが主催した「集まれ！ESD子ども広

場」に参加したことで、それに興味を持って入部したという生徒がいました。それは、先輩方の

活動が確実に子どもたちに良い影響をもたらしている証左だと思います。私もそのような活動の

力を信じて、よりよいものを作りたいと思いました。また、入部理由は様々ですが、どの部員も

私たちがした発表をよく聞いて、良い質問をしていました。このことから、どの部員も活動に強

い興味や意欲を持っていると感じ、これから一緒に活動したり、活動をサポートしたりすること

が楽しみになりました。 

川田 大登（国語教育専修） 



今回は中学生と大学生の初めての交流会として、主に大学ユネスコクラブで取り組んでいる活動

を紹介した。中学生たちはその活動に対して強い興味を示してくれたと同時に、「ユネスコスクー

ル」としての ESD の取組やネットワークについても興味を持って質問してくれた。これから始ま

る学校レベルでの活動を基にして、他のユネスコスクール等とのネットワークを生かして交流が進

んでいくことも期待したい。また今回強く印象に残ったことは、大学ユネスコクラブが継続して行

っている「集まれ！ESD子ども広場」に小学生時代に参加していた生徒が、中学校ユネスコクラブ

に入部していたことだ。これまで蒔いてきた種が実り、こうして活動に取り組む主体者になってく

れていることは、大きな喜びである。私たちの活動の意義を再確認することができた。 

谷垣 徹（英語教育専修） 


